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ダニ陽性者指導開始  1 年間の喘息発作回数の変化

A ： 訪問指導を行った群（11 名）

指導前

指導後

B ： 外来指導のみを行った群（6 名）

1）より作図
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秋のアレルギー

ダニアレルゲンの除去・回避による症状改善の効果

秋に注意が必要なアレルゲン（アレルゲンカレンダー）

昆虫（ガ・ゴキブリ）

特異的 IgE抗体検査の測定意義

ガは、春から秋にかけて（特に秋に多く）屋内外で見られます。屋内では食品に
発生するメイガ、動物性繊維を使用した衣類などに発生するイガ（衣蛾）が
見られます。幼虫のフンや成虫の 鱗粉（リンプン）、粉砕され微細化した死骸が
アレルギーの原因となります。
ゴキブリは、夏に繁殖した虫体のフンや死骸が秋に増加しアレルギーの原因と
なります。

ダニアレルゲンの除去・回避などの環境改善指導は、喘息発作の抑制に
効果的であると報告されています（左図）。このように原因アレルゲン特定に
より効果的な除去回避指導が可能となります。

対象者： ネコ、イヌ、ブタクサ、アルテルナリア、アスペルギルス、カンジダ、スギに感作されて
いないダニ陽性患者 11名（A群）、6名（B群）

医師が行った抗原回避指導 1）

A群の訪問指導は、毎月１回１年間、家庭訪問し下記の指導を行った
B群の外来指導は、外来受診時のみに下記の環境整備指導を行った
 • 家族すべての布団カバーを週 1回以上の洗濯
 • 患者の寝具、寝室、リビングを週 1回以上の掃除機掛け
 • ぬいぐるみを置かない
 • ペットを飼わない
 • じゅうたんを外す。無理なら週 1回以上の掃除機掛け

花粉 - 食物アレルギー症候群 （PFAS：pollen-food allergy syndrome）
花粉症に合併することの多い食物アレルギーです。花粉に感作した人が花粉と交差抗原性を
もつ特定の食物を食べたとき、主に口腔症状（OAS：Oral Allergy Syndrome）を呈することが
あります。原因は花粉の主要アレルゲンと果物などの食物中に含まれているタンパク質の
交差抗原性によるものです。関連する食物に対しては、診断にもとづいた適切な回避指導を
行い、原因となる花粉が飛散する時期に発症・悪化するため花粉対策も重要となります。

秋は原因となるアレルゲンが多く、花粉に加えてガやゴキブリ、カビ、ダニなどのアレゲンにも注意が必要です。
原因となるアレルゲンが増加する時期を知ることは、効果的な対策と治療に繋がります。

アレルギー性鼻炎や喘息などの気道アレルギー疾患では、原因アレルゲンを特定することが重要です。
特異的 IgE抗体検査は、問診と併せて活用することで原因アレルゲンの特定に役立ちます。

特に秋は花粉やダニ、ガなどの昆虫や、カビなどさまざまなアレルゲンが増加する時期です。原因を特定することで、
注意すべき時期や投薬期間、除去・回避指導など個々の患者さんに適した治療方針を立てることができアドヒアランス
向上へと繋がります。また、原因アレルゲンによっては免疫療法（スギ・ダニなど）など治療の選択肢が広がります。

診療においては、アトピー素因や感作アレルゲンの同定が不十分なまま治療が進められることも少なくありません。継続的な
アレルゲンの暴露は症状のコントロール不良や難治化に関与することがあるため、適切な診断と治療を行うことが重要です。

監修　櫻井 大樹 先生　山梨大学大学院総合研究部医学域臨床医学系　耳鼻咽喉科・頭頸部外科学講座　教授

食品害虫で食品から発生します。

台所のシンクの下などにいます。

衣類や布団などをしまっておく
クローゼットや押入れなどに
発生します。

ノシメマダラメイガ（食品害虫）

ゴキブリ

衣蛾 -イガ（衣類害虫）

提供：東奥日報

提供：
武藤敦彦

ブタクサ
メロン、スイカ 

など

ヨモギ
セロリ、ニンジン 

など

主な症状
くちびる、舌、のどなどで
起こるかゆみ、イガイガ、腫れ

花粉と関連性のある食物
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イガ
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ガ・ユスリカ

アルテルナリア・アスペルギルス・ペニシリウム・クラ ドスポリウム

ブタクサ・ヨモギ・カナムグラ など

カモガヤ・オオアワガエリ など

ゴキブリ・ダニ・ハウスダスト・ガ・イヌ・ネコ

キク科・アサ科

イネ科

樹　木

成虫の大きさ
4～6mm

成虫の大きさ
6～9mm



クラドスポリウム（クロカビ） アルテルナリア（ススカビ） アスペルギルス（コウジカビ）

カビ（真菌）

参考文献　1） アレルギー・免疫  12, 60-65, 2005　2） アレルギー． 2005； 54： 531-535

湿気の多い浴室や台所、結露した壁、靴箱や押し入れ
など比較的乾燥した場所など、生活環境に発生
するカビの種類は湿度状態により異なります 2）。
また、環境中のカビアレルゲンは梅雨時期と秋に
増加します 2）。

湿気の多い浴室や台所、結露した壁などに発生

©NPO法人カビ相談センター©NPO法人カビ相談センター ©NPO法人カビ相談センター ©NPO法人カビ相談センター©NPO法人カビ相談センター

靴箱や押し入れなど比較的乾燥した場所に発生

原因となる主なカビ

Viewアレルギー39は、秋にアレルゲン量が増加する花粉、昆虫、カビ、ダニや食物アレルゲンも含まれている検査です
検査センターへご依頼ください

thermofisher.com/picthermofisher.com/shizai

アレルギー検査指導箋
資材 NO. 721
A4 サイズ／10 枚綴り

【アレルギー検査指導箋】具体的な除去・回避指導用サポート資材のご紹介

サポート資材注文フォームのご案内 画像リクエストフォームのご案内

弊社では、検査後の除去回避指導をサポートするために、指導箋をご用意しております。
指導箋は A4サイズ・両面の 10枚綴りの冊子となっており、1枚ずつ切り離して検査結果と
共に患者さんに提供でき、指導の際にご活用いただけます。
また、指導箋などのサポート資材は、以下のフォームからご注文いただけます。

Viewアレルギー39TMの患者さん向け資材をご用意しております。
URLもしくは二次元コード経由でも資材のご注文を承ります。
必要事項をご入力の上お申し込みください。

View アレルギー39 『ホームページ用画像』や『院内モニター用
スライドショー』のご用意があります。URLもしくは二次元コード
から専用フォームに必要事項を入力のうえ、送信してください。

血液検査の結果が陽性だからといって必ず食物アレルギーの原因であるとは限りません
血液検査の結果が陽性であっても食べて症状が出ないことがあります。いつも食べていて症状がなければ、食物アレルギーの可能性は低いと
考えられます。

食物アレルギーの場合でも制限する食べ物は「必要最小限」とします
 • 血液検査で陽性であっても食べて症状が出ないものは制限する必要はありません。
 • 同じ食物でも量や調理方法を工夫することで食べても症状が出にくくなることもあります。
 • 一度診断されたものでも、成長とともに食べられるようになることもあります。
 定期的に受診し、制限する食べ物を減らしていきましょう。

食物アレルギーの原因が特定されたら
 • 制限された食物により不足する栄養素をほかの食物で補いましょう。
 • 誤って食べてしまわないよう注意しましょう。

牛乳アレルギー
普通 牛乳 100 mLあたり
カルシウム 110 mg

（例）
カルシウムの補充
調整豆乳 360 mL
干しヒジキ 10 g

自己判断せず、医師の指導のもと
食物アレルギーに取り組みましょう

監修　千貫 祐子先生　島根大学医学部皮膚科学講座　准教授

花粉症の人のなかには、関連する果物や野菜を食べて唇や口、のどにイガイガ
感やかゆみや腫れを感じる人がいます。表は、どの花粉と食物が関連があるかを
示します（主なもののみ表示）。花粉の飛散時期には、関連する食物を食べた
ときに症状が出やすいとされています。
花粉症が原因となっている果物・野菜アレルギーの場合は、加工品では症状が
出にくく、生の食物を食べたときに症状が出やすいとされています。しかし、
豆乳では全身性の症状も少なくないので注意が必要です。

表

食物への対策と花粉対策をあわせて実施します

リンゴ、モモ
大豆（豆乳）など

トマト

メロン、スイカ
キウイなど

セロリ・ニンジンなど
メロン・スイカなど

ハンノキ
シラカンバ

スギ

オオアワガエリ
カモガヤ

ヨモギ
ブタクサ

花 粉 花粉と関連性のある主な食物飛散時期

1～6 月

2～4 月

4～10 月

7～11 月

春

夏

秋

アレルギー検査を受けた方へ
食物系アレルゲン
食べると症状がでてしまうものだけを避けるようにし
避ける食べ物は最小限にすることが重要です
食物アレルギーとは
特定の食物に対し免疫の仕組みが反応して、体に不利益な症状が引き起こされることを指します。本来は体を守る免疫の仕組みが、食物を
異物とみなし反応してしまいます。ここで異物とみなされアレルギー反応を誘発するものをアレルゲンと呼びます。あなたが食物アレルギーか
どうかは、起こった症状の経過（何を食べてどんなことがあったのか）や血液検査の結果や食物経口負荷試験＊などから総合的に診断されます。

＊疑わしいものを食べて症状が出るかを確認する試験

花粉症に関連する食物アレルギー
【花粉 -食物アレルギー症候群（PFAS ： pollen-food allergy syndrome）】

ピーファス

加工食品のアレルギー表示
あらかじめ箱や袋で包装されていたり、缶や瓶に詰められて
いる加工食品には、原材料として含まれているアレルゲンを
表示することが食品表示法で定められています

 • 加工食品は、予告なく規格変更されることがあるので
 購入毎に表示を再確認しましょう
 • 飲食店や量り売りのお惣菜や店内で調理をするような
 ものは表示の対象外ですのでご注意ください

表示が義務付けられているもの（8品目）

表示が推奨されているもの（20品目）

卵 かに小麦 ピーナッツ　
（落花生）

乳 そばえび クルミ＊

大豆 あわび いか いくら さけ さば オレンジ

キウイフルーツ もも りんご バナナ 牛肉 鶏肉 豚肉

マカダミアナッツ アーモンド カシューナッツ ごま やまいも ゼラチン

＊2025年 4月 1日から 完全施行

2024年 4月時点
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樹木花粉 イネ科花粉 キク科花粉
スギ ヒノキ ハンノキ（属） シラカンバ（属） カモガヤ オオアワガエリ ブタクサ ヨモギ

対策

外出時
• 花粉情報に注意する。
• 飛散の多い時の外出を控える。外出時にマスク、メガネを使う。
• 表面がけばだった毛織物などのコートの使用は避ける。

帰宅時
• 衣服や髪をよく払ってから入室する。
 洗顔、うがいをし、鼻をかむ。

屋内
• 飛散の多い時は窓、戸を閉めておく。換気時の窓は小さく開け、
 短時間にとどめる。
• 飛散の多い時のふとんや洗濯物の外干しは避ける。
• 掃除を励行する。特に窓際を念入りに掃除する。

カビ（環境中） カビ（皮膚常在菌） ラテックス（天然ゴム）
アルテルナリア（ススカビ） アスペルギルス（コウジカビ） カンジダ マラセチア（属） ラテックス

対策
• エアコンフィルターを月に 1回程度
 洗浄する。
• 充分に換気する。

• 家庭内の水回りや加湿器の容器は
 こまめに洗浄・除菌する。

• 通気性の良い衣服を着用する。
• シャワー浴や流水洗浄を行う。

• 天然ゴム製品の使用を避ける。バナナ、
 アボカド、クリ、キウイとも関連がある
 ため注意する。ラテックス -フルーツ症候群

ペット 昆虫 ダニ・ハウスダスト
ネコ皮屑 イヌ皮屑 ガ ゴキブリ ヒョウヒダニ ハウスダスト

対策

• できれば飼育をやめる。
• 屋外で飼い、寝室に入れない。
• ペットと、ペットの飼育環境を清潔に保つ。
• 床のカーペットをやめ、フローリングに
 する。
• 通気をよくし、掃除を励行する。
 フローリングなどのホコリのたちやすい
 場所は、拭き掃除をした後に掃除機を
 かける。

ガ
• ウール製の衣類などに発生するものも
 あるため、衣類の防虫対策を行う。
• 食品に発生する害虫もいるため、食品は
 密封性の高い保存容器で保存する。
• 灯りに誘引され室内に入るため注意
 する。窓付近の掃除をする。
ゴキブリ
• 水回りの掃除を行う。蓋付ゴミ箱を使用する。

• 掃除機がけは、吸引部をゆっくりと
 動かし、1畳当たり30秒以上の時間を
 かけ、週に 2回以上行う。
• 布張りのソファー、カーペット、畳は
 できるだけやめる。
• ふとんは週に 2回以上干す。困難な時は
 室内干しやふとん乾燥機で、ふとんの
 湿気を減らす。週に 1回以上、掃除機を
 かける。

• 部屋の湿度を 45％以下、室温を
 20～25°Cに保つよう努力する。
• フローリングなどのホコリのたちやすい
 場所は、拭き掃除の後に掃除機をかける。
• シーツ、ふとんカバーは週に 1回以上
 洗濯する。

アレルギー検査を受けた方へ
吸入系  その他アレルゲン
お薬で症状のコントロールをするのとあわせて、
原因アレルゲンの除去・回避をすることが重要です

イネ科
キク科
カ　ビ
昆　虫
室内塵

樹　木

アルテルナリア・アスペルギルス

ハンノキ
スギ スギ

ヒノキ
シラカンバ

カモガヤ・オオアワガエリ など
ブタクサ・ヨモギ など

ハウスダスト・ダニ・ネコ・イヌ・ガ・ゴキブリ
ガ・ユスリカ ガ・ユスリカ

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

ア
レ
ル
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ン
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レ
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吸入系  その他のアレルゲンはぜん息・アレルギー性鼻炎／アレルギー性結膜炎・アトピー性皮膚炎の原因・悪化因子となります。

監修　千貫 祐子先生　島根大学医学部皮膚科学講座　准教授

注意が必要な時期

主にフケがアレルギーの原因 ハウスダストは室内塵の総称です

医療用手袋や風船など粘膜や皮膚に常在エアコンや革製品に生息

植生および時期は地域により
若干異なります

資材 NO. 520
A3サイズ
1ページ

通年性ポスター

資材 NO. 050
B6サイズ
4ページ
専用の小冊子立ての
ご用意もあります。

小冊子

多くのアレルゲンを一度に調べられるアレルギー検査

検査を希望される方は医師・スタッフまでご相談ください

その症状、もしかしたら
アレルギーかも 保険適用

その症状
アレルギーが原因かも知れません
あなたの身の回りにアレルギー物質（アレルゲン）が隠れています

アレルギーの治療の第一歩は原因を知ることです
検査を希望される方は、医師・スタッフまでご相談ください

室内塵

動　物

昆　虫

樹　木

雑　草

真　菌

職業性

卵

牛　乳

穀　類

甲殻類

豆　類

肉　類

魚　類

果　物

その他

イネ科
植　物

ヤケヒョウヒダニ
ハウスダスト1

カモガヤ
オオアワガエリ

ネコ皮屑
イヌ皮屑

ブタクサ
ヨモギ

ガ
ゴキブリ

アルテルナリア（ススカビ）
アスペルギルス（コウジカビ）
カンジダ、マラセチア（属）

スギ、ヒノキ
ハンノキ（属）
シラカンバ（属）

ラテックス

卵白、オボムコイド

ミルク

小麦、ソバ、米

エビ、カニ

大豆
ピーナッツ

鶏肉、牛肉、豚肉

マグロ、サケ、サバ

キウイ、リンゴ
バナナ

ゴマ

吸入系・その他 食物系

青文字はアレルギー物質を含む食品の表示義務・推奨食品に関連する項目です

スタート

さまざまなものがアレルギーの原因となります

春の花粉

スギ

シラカンバ

ヒノキ

ハンノキ

夏の花粉

カモガヤオオアワガエリ

秋の花粉

ブタクサ ヨモギ
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データ提供の
お申し込み方法

最短 3ステップ
必要情報入力 入力内容確認 ご提供

Viewアレルギー39 測定項目一覧
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カンジダ、マラセチア（属）

スギ、ヒノキ
ハンノキ（属）
シラカンバ（属）

ラテックス

卵白
オボムコイド

ミルク

小麦
ソバ
米

エビ
カニ

大豆
ピーナッツ

鶏肉、牛肉
豚肉

マグロ、サケ
サバ

キウイ、リンゴ
バナナ

ゴマ

イネ科
植　物

吸入系・その他 食物系

リンクフリーでご利用いただける患者さん向けサイトもございます
thermofisher.com/39-jp

青文字はアレルギー物質を含む食品の表示義務・推奨食品に関連する項目です

 Learn more at	thermofisher.com/hcp-jp
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